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１．研究計画の概要 
 

本研究では，日本におけるエスニック地理
学の構築を目指して，エスニック集団に関す
る理論的研究および実証的研究をおこなう
ことを目的としている。このため，エスニッ
ク地理学の理論的研究を進めながら，日本お
よび海外においてインテンシブなフィール
ドワークを実施し，実証的研究を蓄積しなが
ら，エスニック地理学の理論的発展を目指す。 
 具体的な研究目的としては，以下の４点に
まとめることができる。 
 （1）エスニック地理学の研究視点，概念，
研究方法の明確化 

日本および海外におけるエスニック地理
学の研究成果および研究動向を整理し，エス
ニック地理学の研究視点や概念，研究方法に
ついて検討する。特に，アメリカ・カナダ・
イギリス・オーストラリア・ドイツ・オラン
ダなどの先進地域におけるエスニック地理
学の研究動向の分析に重点をおく。 

（2）エスニック集団のホスト社会への適
応パターンの解明 
 各々の地域においてさまざまなエスニッ
ク集団のホスト社会へ適応パターンについ
て検討していくと，多くの地域において類似
したパターンが見出せると同時に，当該地域
あるいは当該エスニック集団に特徴的な適
応パターンが見出せるであろう。このような
ホスト社会への適応パターンの普遍性と地
域性を明らかにすることにより，理論化，モ
デル化を目指す。 

（3）エスニックタウンの形成過程・景観・
機能の究明 
チャイナタウン・ジャパンタウン・コリアタ

ウンをはじめ世界各地には，特定のエスニッ
ク集団によって形成されたエスニックタウ
ンがみられる。本研究では，世界各地および
日本国内のエスニックタウンを比較検討す
ることにより，エスニックタウンの形成過
程・景観・機能に関する一般化，類型化を試
みる。 
 （4）グローバルな視点からの日本国内の
エスニック集団の特色・位置付けの明確化 
 本研究では，海外の事例研究の成果にもと
づいて，日本国内の韓国・朝鮮人，中国人（華
人），ブラジル人などのエスニック集団の居
住パターン・経済活動・伝統文化の維持など
についての特色を明らかにするとともに，グ
ローバルな視点からの日本のエスニック集
団の位置付けについて考察する。 
 
２．研究の進捗状況 
 

2006 年度から，本研究計画を開始以来，
各メンバーは，海外および国内において，各
地のエスニック社会に関する現地調査を実
施するとともに，関連資料を収集してきた。
また，エスニック地理学の実証的研究の成果
を学会で発表するとともに，一部は論文・図
書として公刊した。 
山下はアメリカ・インド・国内の華人社会

について調査した。日系人に関しては，飯田
がブラジルにおいて，椿がカナダにおいて実
証的な研究を行った。エスニック地理学の理
論的考察については，杉浦が成果をまとめた。
千葉は，アイヌ社会に関する考察を実施した。
一方，ヨーロッパについては，加賀美がロマ
人について，石井がスペインのバスク地方に
ついて，大島がオランダのムスリムについて，
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それぞれ現地調査を続けた。澤はインドおよ
び日本国内において，インド人社会に関する
実証的および理論的な考察を深めた。 
 毎年度，研究集会を開催し，各メンバーが
研究の中間的成果を発表し，意見交換を行っ
てきた。これにより，本研究計画の共通理解
が深まった。その結果，本研究メンバーが中
心となって，2008 年 4 月に，『エスニック・
ワールド―世界と日本のエスニック社会』
（明石書店）を刊行することができた。本書
は，多くの学会誌において書評が掲載され，
日本におけるエスニック地理学の発展に大
きく寄与するものとして，高い評価を受ける
ことができた。 
 
３．現在までの達成度 
 
各メンバーは，誠実に研究分担項目に取り

組んでおり，研究の成果の一部は，すでに多
くの図書，論文等として公刊している。また，
学会においても，本研究のメンバーの活動は，
エスニック地理学への関心を高めるととも
に，若い研究者の研究に大きな刺激となって
いる。 

したがって，本研究の現在までの達成度は，
「②おおむね順調に進展している」といえる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 平成 21 年 1 月，研究集会を開催して，各
メンバーの研究成果を発表しあった。その際
に，今後の具体的な研究計画について，相互
に意見交換を行った。 
研究成果は順調に蓄積されつつあり，次年

度の最終年度には，補足の現地調査を行いな
がら，最終成果の取りまとめを行い，2009
年年２月に最終報告書を作成するとともに，
できるだけ速やかに単行本『エスニック地理
学－その理論的・実証的研究－』（仮題）と
して公刊する予定である。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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